
映像分析ツール「FL-UX」導入
による変化と、目指す未来

羽黒高等学校 バスケットボール部 様

齋藤 仁 副校長マネージャー 佐藤さん

• コロナ禍で試合映像の共有が困難

• 従来ソフトの操作性・機能に課題

• 映像への関心が低く、活用が進まない

• スカウティングの効率が悪い

課 題

• FL-UXで簡単に映像共有が可能に

• 直感的な操作で選手も使いやすい

• 映像活用が習慣化し、理解が深まる

• スカウティングが迅速かつ的確に

効 果

導入の背景

コロナ禍における映像共有の必要性

FL-UX導入以前から、映像分析ソフトの導入には関心があった

という齋藤副校長。しかし、価格や機能面で高校の部活動には

ハードルが高く、導入には至っていませんでした。

転機となったのは、コロナ禍です。無観客試合が続く中、保護

者や選手が試合を観戦できない状況を打破するため、映像共有の

必要性が高まりました。「試合に参加できない保護者や選手に、

映像を通して試合を共有したい。それが一番の導入背景でし

た。」と齋藤副校長は語ります。

能面に課題を感じていたといいます。そうした中でFL-UXを選ん

だ理由は、直感的に使える操作性と、コミュニケーションを支え

る機能の充実でした。

「FL-UXは、選手にとってわかりやすく、選手とのコミュニケー

ションも取りやすい。そこが以前使っていたソフトとは大きく違

う点です」と、マネージャーの佐藤さんは話します。

製品を提供するRUN.EDGE株式会社の松村さんによれば、FL-

UXに搭載された「シーン共有機能」により、プレーごとの映像を

手軽に共有できるようになり、チーム内のコミュニケーションが

より活発になったとのこと。コート内での会話も自然と増え、対

面でのやり取りにも良い影響を与えているといいます。

山形県を代表する強豪、学校法人羽黒学園 羽黒高等学校（以下 羽黒高等学校）バスケットボール部。全国大会ベス

ト8を目標に掲げ、日々練習に励んでいます。今回は、同部が映像分析ツール「FL-UX（フラックス）*」を導入した

背景、導入後の変化、そして今後の展望について、齋藤 仁副校長にお話を伺いました。

FL-UX導入の決め手

操作性とコミュニケーション機能

以前から映像分析ソフトを活用していたものの、操作性や機

導入後の変化

映像への興味関心の向上と、スカウティングの効率化

FL-UX導入後、選手たちの映像に対する興味関心は格段に向上

しました。以前はDVDに焼いて共有していた映像を、タブレット

やスマホで手軽に確認できるようになったことが大きな要因です。

「映像を撮ったそばから、練習試合だと試合中に自分のプレーの

振り返りをしています。以前は考えられなかったことです。」

また、対戦相手のスカウティングにおいても、FL-UXは大きな

効果を発揮しています。映像をすぐに共有できるため、事前に相

手チームの情報をチェックすることが可能になりました。
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縦横無尽なバスケットと、恵まれた環境

羽黒高校バスケットボール部の強みは、「縦横無尽」をスロー

ガンに掲げる、縦横無尽なプレイスタイルです。身長に恵まれな

い選手でも、工夫次第で活躍できるバスケットを展開しています。

また、私立高校ならではの恵まれた環境も強みの一つです。専用

学校法人羽黒学園 羽黒高等学校

FL-UX(フラックス)の画面イメージ

お問い合わせ先

富士通Japan株式会社
神奈川県川崎市幸区大宮町1-5 JR川崎タワー 〒212-0014

https://www.fujitsu.com/jp/fjj/

お客様総合センター 0120-835-554

ご利用時間：9時～17時30分（土曜日・日曜日・祝日・当社指定の休業日を除く）

（注）本コンテンツに記載されている「FL-UX」は、RUN.EDGE株式会社の登録商標です。
（注）記載されているお役職などの情報につきましては、2025年3月現在のものです。
（注）製品の仕様、サービスの内容などは予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。
（注）記載されている製品・サービス名、会社名及びロゴは、各社の商標または登録商標です。

映像を用いたミーティングの実施と、全国大会ベスト8

今後の目標について、齋藤副校長は「映像分析をしっかり行い、

映像を用いたミーティングを実施したい。」と語ります。また、

チーム全体の目標としては、全国大会ベスト8を掲げています。

「過去に何度もベスト16で敗退しているので、まずは先輩たちの

壁を乗り越え、メインコートでの戦いを実現したい。」

バスケットボールを通じて人間的な成長を

齋藤副校長は、「バスケットボールを通じて、人間的な成長を

遂げてほしい。」と願っています。感謝の気持ちを持ち、周りの

人々を大切にする心を育み、将来に繋がるような経験を積んでほ

しいと考えています。

羽黒高等学校バスケットボール部は、FL-UXを有効活用し、更

なる高みを目指します。

今後の展望

羽黒高等学校 バスケットボール部のメンバー

チームの強み

■お客様情報

名 称 学校法人羽黒学園羽黒高等学校

U R L https://www.haguroko.ed.jp/

所 在 地 山形県鶴岡市羽黒町手向字薬師沢198

のトレーニングルームや寮、食堂などが完備されており、選手た

ちはバスケットボールに専念できる環境で練習に励んでいます。

部活動と学業の両立で文武両道を目指す

羽黒高校バスケットボール部では、部活動だけでなく学業にも

力を入れています。テスト前は部活動を休止し、学業を優先する

体制を整えています。勉強ができる選手も多く、国公立大学や難

関私立大学に進学する選手もいます。

現在の活用方法

練習試合の分析と、対戦相手のスカウティング

現在、羽黒高校バスケットボール部では、主に練習試合の分析

と対戦相手のスカウティングにFL-UXを活用しています。練習試

合では、公式戦よりも様々なチャレンジを試しているため、その

映像を分析し、課題を見つけることに役立てています。また、公

式戦における対戦相手チームの試合映像をスカウティングに活用

することで、事前に相手チームの情報を把握し、対策を練ること

が可能になりました。

*FL-UX（フラックス）スポーツ映像・コミュニケーションアプリ https://fl-ux.run-edge.com/

https://www.haguroko.ed.jp/
https://fl-ux.run-edge.com/
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